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１．問題提起  
自閉症等における日常支援の中で、利用者に選択を求める場面は多い。 
しかし…利用者が言葉として返答していても、本当に理解して選んでいるのか判断が難しい。  
同時に複数の要求を伝える、あるいはその場の状況と異なる発言をすることがあり、職員の
対応に迷う場面がある。職員ごとに声掛けや判断基準が異なり、関わりにばらつきが生じて
いた。  
このような状況は、利用者の混乱や不安を高めるだけでなく、支援の質が安定しない要因に
なっていると考えました。  

２．目的  
本実践では、自閉症棟において以下の２点を目的とした。 
１つ目は、利用者が日常生活の中で「自分で選ぶ」経験を積み重ねることである。 

 大きな意思決定だけでなく、日々の小さな選択を大切にすることで、意思形成を支援したい
と考えました。  
２つ目は、支援の視点や関わり方を職員間で共有し、一貫した意思決定支援を事であると考

え、個々の判断に任せるのではなく、共通の考え方を持つことを目的としました。 

３．方法  
対象は自閉症棟の利用者とし、日常支援の中で以下の４点を支援の軸として実践しました。  
① 普段から選ぶ経験をつくる。
活動内容、順番、時間など、日常生活の中で選択できる場面を意識的に設定した。
② 大事な場面に限らず、日常すべての場面で確認する。
言葉での確認だけでなく、行動や表情など非言語的な反応も含めて確認を行った。
③ 言葉より、様子を見る。
発言内容だけで判断せず、実際の行動が伴っているかを重視した。
④ これから何が起きるかを伝える。
次の行動や見通しを事前に伝え、不安や混乱の軽減を図った。

４．成果・課題  
研究するにあたり利用者を細かく観察することで、それまで知りえなかった利用者からの表
出や表現あるいは反応を少しずつ知ることができた。その反面課題も沢山見えてきた。  

成果  
・選択場面における利用者の混乱が減少した。
・見通しを伝えることで、落ち着いて行動できる場面が増えた。
・職員間【ユニット内全職員ではないが…】で関わりを共有することで、支援の方向性が揃い、
一貫した支援に繋がりつつある。

③祥福園 かがや ユニット
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課題  
・現時点では、すべての職員が同じ視点で関われているわけではない。
・情報共有の方法が統一されておらず、継続的な共有に課題が残る。
・今後は、ユニット内で記録様式や申し送り方法の工夫を行い、ユニット全体での定着を図る
必要がある。

以上  
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